
EXM8 DS2203-01

2 / 4

視野角（D/S比）

11.0

0

61.9
111.9

0.5
2.4

4.4
0 4 8

100 200

D:S 2:1

-21

11.0
36.9

61.9

0.5
1.5

2.5

0 19.7 39.4

0 500 1000

D:S 20:1

-201

下のグラフは、センシングヘッドから所定の距離で測定されたスポット直径を示しており、
90％のエネルギーを想定しています。 センサーは、以下に示すよりも長い距離で使用でき、
測定されたスポットサイズは大きくなります。 

測定距離と測定径の比（D/S比）単位：インチ 測定距離と測定径の比（D/S比）単位：インチ

測定距離と測定径の比（D/S比）単位：mm 測定距離と測定径の比（D/S比）単位：mm
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Ta = -20°C ～ +70°C

Vs-

4/20 mA

LCT

Vs+

PWR+

PWR-

* *

Ta = -20℃ ～ +180℃: T3
Ta = - 20℃～ +115℃: T4

電気配線図

危険場所　Zone 1
第一類危険箇所

危険場所　Zone 0
特別危険箇所

安全場所
（非危険場所）

センサヘッド アンプユニット

開放禁止

附属センサヘッドケーブル
4芯＋シールド≤ 25m

2芯+シールド
推奨長　≤25m

国内検定取得防爆バリア
例：D5014S又はD1014S
(又は：2チャンネル形
D5014D; D1014D)

別売：オプション

無償専用
ソフトウエア搭載
コンピュータ（PC）

（USB
アダプター）

負荷
（計装用）

最大許容値 550Ω

＊ケーブルのシールド線はアンプユニットのみで接地します。出力ケーブル敷設を参照ください。
１） Ta : 周囲雰囲気温度
２） T3とT4は温度等級を示す
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DINレール

コンフィギュレーション （設定）
ExTempMini シリーズの各種設定にはオプションの
コンフィギュレーションユニットを選択出来ます。
左の両方のユニット共、防爆バリアの安全場所側に
接続して使用しなければなりません。防爆バリアは
4-20mA に重畳したデジタル信号が通過できる性能
が必要です。設定パラメータには放射率、4-20mA
の温度範囲、平均化、反射補正温度、ピーク値及び
谷値ホールドなど。

LCT 携帯ユニット
USB アダプター付き設定器 

LCT-485 ユニット
RS485 ネットワーク用インター
フェース、温度の連続モニタリ
ング、各種パラメータなどの
設定、DIN レール取り付け


